
 

普通科と商業科を併設した総合制高校である塩山高校で、『夢をカタチに』を目標にひたむきに頑張っている生徒たちの姿を 

 皆さんに知ってもらいたい。そんな思いで学校通信をつくりました。ぜひご覧ください。

 

 

 夏期休業を利用して、２，３年生の３０名が警察署や消防署、保育所、美容室、特別養護老人ホーム、病院、自動車整備工場な

ど、さまざまな場所でインターンシップを実施しています。 

  夏休み前半でインターンシップを経験した生徒に感想を聞くと、「働くことの大変さを初めて知り、一生懸命に働いている両親

に感謝したい。また、自分の仕事に誇りを持って、そして、楽しんで仕事をするような人になりたい。」「人と関わりを持つ仕事

には、人と人とをつなげる大切さがあると感じました。」「仕事の大変さや、それを乗り越えるためには、やりがいが必要だと感

じた。」と思い思いに話し、自分の将来について考えるきっかけとなったようです。 

短期間ではありますが、インターンシップに参加することにより、生徒１人１人が大きく成長してくれたように感じます。この

体験を自分の進路にぜひ生かして欲しいと思います。 
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 秋から冬にかけ、芸術文化祭をはじめとした、文化局が活躍する場面が多く、また、学校行事でも強歩大会、

修学旅行などが行われ、生徒たちは充実した時間を過ごしました。 

 そこで、今回は様々な体験から実感したことを生徒たち、先生方に伺いました。 
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『大会ということで、４月から準備を進めていたという須田さん。

作品名「臨・小島切」（写真は部分） 

夢をカタチに 

廣瀬 志保 先生 

一昨年の７月、相撲競技の国体選考会に出場しましたが、あと一歩届きませんでした。前年度までは出場を果たしてい

ましたので、自分より若い選手が力をつけ、自分の出る幕はもうないのかと感じていました。そんなことを考えた矢先、

部活の指導中に左膝の大怪我をしてしまい、自分の限界をより一層感じてしまいました。 

しかし、自分と同じように大怪我をしながらも、以前のように競技スポーツを続けるために必死でリハビリを行ってい

る選手が何人もおり、自分もリハビリを行う過程で、「このままで終わっていいのか」と思うようになりました。そして、

もう一度復活し、どうせなら前より強くなり、次の国体に出場しようと決意したのです。そこから身体を鍛えなおし、翌

年の国体選考会で入賞し長崎国体への切符を手に入れました。 

残念ながら長崎国体では１勝もできませんでしたが、悔しい思いより、やりきったというす

がすがしい気持ちで終えることができました。それはきっと、大怪我を乗り越えて必死で努力

し、自分の目的を果たしたからだと思います。 

高校生の皆さんはまだまだ若く、成長の伸びしろはたくさんあります。しかし、大きく成長

するかどうかは本人の努力次第だと思います。スポーツでも勉強でも、どんな人にも可能性は

ありますが、同時に試練も必ずあります。簡単に諦めず、前向きに、ひた向きに、「試練は成長

の種」と自分に言い聞かせてみるのも悪くはないです。 

９月に山梨県庁で、３年４組の生徒が「山梨の観光とおもてなし」について山梨県観光部に提案をしました。これは、４

月から探究的に取り組んできた成果を報告したものです。作成にあたり、専門家の助言、現状の把握、アンケート調査など

を行い、調査結果から解決策を考えたものをプレゼンテーションしました。 

提案内容は、甲州ワインのＰＲ方法として、購買層の低い２０，３０代をターゲットにしたポスター作成に取り組んだ班、

子どもたちへの地域理解として、民話から紙芝居を作成し、千野保育園や塩山北児童館などで交流会を開催した班、恵林寺

に避難経路の看板を設置した班、地域のＣＭを制作した班、温泉のＰＲとして信玄の隠し湯を中心にバリアフリーにも注目

して温泉地を紹介した班、観光客が減少する２月に、星を観るバスツアーの企画をした班などです。 

発表終了後、山梨県観光部赤池隆広次長からは、「実現できそうな提案は積極的に取り入れたい」と、また、阿部邦彦教

育長からは、「周りの課題に目を向け、調査、探究、解決策を考える活動は今求められている力です。これを手始めに、周

りの課題について目を向けてほしい」とお話をいただきました。また、生徒からは「地域の魅力に気づいた」「自分に自信

が持てるようになった」「やりがいを感じた」「地域の人に感謝したい」という感想が寄せられました。 

この報告会のことが朝日新聞や山梨日日新聞に紹介され、それを読んだ地域の方からも手紙を頂くなど、反響の大きさに

驚いています。多くの方々に励ましやお褒めの言葉をいただくことができました。また、現在、駅などに置かれている「や

まなし観光&イベントガイドブック冬号（やまなし観光推進機構）」は、生徒の提案が生かされて出来たものです。そして２

月には生徒が企画した星を見るイベントが行われる予定です。今後も生徒の探究活動と、教科で学んできたことを最大限活

かし、地域の方々との連携もさらに強くなるような取り組みにしていきたいと思います。 

書道部１年 桑原 瑠璃 さん 

｢継続は力なり｣を実感した瞬間
と き

 

表彰式で自分の名前が呼ばれたとき、一瞬、茫然としてしまったことを覚えています。 

「まさか私が芸術文化祭賞を頂くなんて…」自分でも驚いています。 

 思えば書道と出会ったことで、多くの人との出会いもあり、また、あまり芽が出なかった私に協力してくれ

た家族にも感謝の心を示すことができ、これまで書道を続けてきてよかったと感じています。 

そして、日々の練習や様々な場面で私がよく言われてきた「継続は力なり」という言葉の意味が今、やっと

理解でき、自分のものにできたような気がします。今後も平常心を保ちながら、何事に向けても日々努力し、

精進していきたいと思います。 

最後に、ご指導くださいました天野先生、古守先生、本当にありがとうございました。 

 

 


